
No 文書 頁 質問 回答

1 仕様書 3

①「５ 業務内容 ⑴ 新ウェブサイトの制作業務 カ」には、

「別途導入予定のクラウド・データベースシステムの受託者（白髪一雄データベースシス

テム導入及び運用保守業務の委託の受託者をいう。）と協議・連携し、そのデータベース

のｗｅｂＡＰＩを利用して新ウェブサイトと連携させること。」また、同項 (ｱ) には、

「検索項目入力後、そのデータベースの公開機能に遷移して白髪一雄の作品及び資料に関

する検索結果が画像及び文字情報で掲載できること。」とあります。

新ウェブサイト側では検索項目の入力画面までを設け、検索実行後はデータベースシステ

ム側の公開機能に遷移し、検索結果及び作品・資料に関する情報はデータベースシステム

側で表示する想定でよろしいでしょうか。

②また、「そのデータベースのｗｅｂＡＰＩを利用して新ウェブサイトと連携させるこ

と。」について、新ウェブサイト側で取得・表示することを想定している情報（コンテン

ツ）又は機能がございましたら、想定される連携範囲をご教示ください。

①お見込みのとおりですが、ウェブサイトの魅力を高めるために、よ

りよい方法があればご提案ください。

②画像や作品名など、新ウェブサイトの魅力を高めるような情報を取

得・表示していただきたいと考えております。

2 仕様書 3

「５ 業務内容 ⑴ 新ウェブサイトの制作業務 カ」には、「なお、当該受託者は、令和８年

（2026 年）１０月頃決定される予定である。」とあります。

当該受託者決定後、ｗｅｂＡＰＩの仕様書その他、新ウェブサイトとの連携に必要な技術

資料は、いつ頃提供される予定でしょうか。

また、新ウェブサイトの受託者と白髪一雄データベースシステム導入及び運用保守業務の

委託の受託者との間で、仕様確認、接続確認及び動作検証等を開始できる想定時期がござ

いましたらご教示ください

ｗｅｂＡＰＩの仕様書その他、新ウェブサイトとの連携に必要な技術

資料の提供、仕様確認、接続確認及び動作検証等の時期については、

「白髪一雄データベースシステム導入及び運用保守業務委託」の受託

者決定後に協議することとなります。仕様等に関する協議は、受託者

決定後に可能なところから始めていただけると考えますが、接続確認

や動作検証等は、ウェブサイト側の希望時期とデータベースのデータ

移行完了時期とを調整させていただきたいと思います。なお、「白髪

一雄データベースシステム導入及び運用保守業務委託」はデータベー

スの公開を３月中旬に予定しています。

3 仕様書 3

①「５ 業務内容 ⑴ 新ウェブサイトの制作業務 イ」には、

「誰もがアクセスしやすい操作性及び機能性を確保し、ウェブアクセシビリティに関する

日本産業規格である「JIS X 8341-3:2016」における適合レベルＡＡに配慮すること。」と

あります。

本業務においては、適合レベルＡＡへの配慮を踏まえた設計・制作を行い、受託者におい

て確認を実施することを基本とする認識でよろしいでしょうか。

②なお、これに加えて、「JIS X 8341-3:2016」に基づく試験の実施、試験結果の公開、第

三者機関による検証等を必須とされる場合は、その対応範囲をご教示ください。

①お見込みの通りです。

②「JIS X 8341-3:2016」に基づく試験の実施、試験結果の公開、第三

者機関による検証等は必須ではなく、また、検査結果の報告も求めま

せん。

白髪一雄ウェブサイト制作及び運用保守業務の委託について

回答書



4 仕様書 3

①「５ 業務内容 ⑴ 新ウェブサイトの制作業務 ケ (ｴ)」には、

「掲載する画像データについては、無断転載抑止の観点から適切な措置を講じること。」

とあります。

ウェブサイト上での鑑賞性を確保しつつ無断転載を抑止するため、掲載画像のサイズ・解

像度等をウェブ表示用に最適化して掲載する方法を基本として対応する認識でよろしいで

しょうか。

②これに加えて、現時点で財団として必須とする具体的な措置がございましたらご教示く

ださい。

①お見込みのとおりです。

②その他の具体的な措置は財団としては想定しておりませんが、何か

有効な方法が他にございましたらご提案ください。

5 募集要項 2

「２ 応募資格 ⑶ イ」に記載されている「事業報告書」とは、具体的にどのような書類を

指しますでしょうか。

「事業報告書」は、貴社の直近期の決算に伴い、当該期の事業の成果

報告書のようなものを作成され、取締役会又は理事会等に提出されて

いると思います。その書類の写しを提出願います。

6 募集要項 4

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書」に「１０部（正本１部、副本９部）を

提出すること」とありますが、正本については原本（必要な押印等を行ったもの）を1部作

成し、副本9部については正本の写し（コピー）を提出する、という理解でよろしいでしょ

うか。

また、押印が必要な書類について、副本への押印は不要という理解でよろしいでしょう

か。

お見込みのとおりです。

副本への押印は不要です。

7 募集要項 5

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書 カ ⑥企画提案書（任意様式）」には、

「本文の文字のフォントサイズは、１０．５ポイント以上とすること。」とあります。

この「本文の文字」には、企画提案書内に画像・図版として掲載するウェブサイトのデザ

イン案・画面イメージ、図表、構成図、フロー図等の中に含まれる文字も対象となります

でしょうか。

ウェブサイトイメージや図版を縮小して掲載する場合、図版内の文字が企画提案書上では

１０．５ポイント未満となる場合が想定されるため、文字サイズの規定が適用される範囲

をご教示ください。

「図版内の文字が企画提案書上では１０．５ポイント未満となる場

合」は可とします。10.5ポイント以上の対象はデザインに関する部分

や図表による解説部分ではなく、概要など選考員が読み込む必要のあ

る説明文章を対象とします。

8 募集要項 5

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書 カ ⑥企画提案書（任意様式）」には、

「仕様書の５に定める各業務を遂行するための具体的な内容を記載するとともに、各業務

の実施スケジュールを作成すること。」

とあります。

実施スケジュールについては、企画・設計、デザイン、ウェブサイト制作、ＣＭＳ導入、

データベース連携、テスト、公開等の主要工程と実施時期を示す程度を想定されています

でしょうか。

それとも、仕様書の「５ 業務内容」に定める各項目ごとに、より詳細な作業工程及び実施

時期まで示すことを求められていますでしょうか。想定されているスケジュールの記載範

囲をご教示ください。

お見込みのとおり、「実施スケジュールについては、企画・設計、デ

ザイン、ウェブサイト制作、ＣＭＳ導入、データベース連携、テス

ト、公開等の主要工程と実施時期を示す程度」を想定しています。



9 募集要項 5

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書 カ ⑥企画提案書（任意様式）」には、

「紙媒体の場合、ページ数及び印刷面は、Ａ４サイズの１０ページ（Ａ３サイズであれば

５ページ）以内で両面印刷とすること。」

とあります。

企画提案書をＡ４サイズの横位置で作成することは可能でしょうか。用紙の方向について

指定がございましたらご教示ください。

用紙方向の指定はございません。横位置の作成でも結構です。

10 募集要項 5

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書 カ ⑥企画提案書（任意様式）」には、

「紙媒体の場合、ページ数及び印刷面は、Ａ４サイズの１０ページ（Ａ３サイズであれば

５ページ）以内で両面印刷とすること。」とあります。

Ａ４サイズの場合の「１０ページ以内」とは、両面印刷した場合の印刷面数として１０

ページ以内、すなわち最大５枚を想定されているという理解でよろしいでしょうか。

また、「①必要図書の表紙（様式３－１）」は、この１０ページには含まれないという理

解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。最大５枚の作成をお願いします。また、表紙

は含まれません。

11 募集要項 6

「７ 企画提案書等の提出等 ⑶ 提出が必要な図書 コ ⑩税を滞納していないことを証する書

類」には、「令和５年度から令和７年度までの間に国税、都道府県税及び市町村税をそれ

ぞれ滞納していないことを証する書類の原本」

とあります。

国税については「納税証明書（その3の3）」を取得する予定ですが、都道府県税及び市町

村税については、「未納の税額がないこと」の証明書において年度を指定して発行するこ

とができないため、年度の記載がない証明書を提出することで差し支えないでしょうか。

都道府県税及び市町村税につきましては、年度の記載がない証明書の

提出でも構いません。

12 募集要項 7

「８ 審査 ⑵ 最終審査 ウ プレゼンテーションの実施方法 (ｱ) 説明内容」には、

「企画提案書の内容を説明すること。」

とあります。

プレゼンテーションにおいては、提出した企画提案書そのものを投影して説明することを

想定されていますでしょうか。

それとも、企画提案書に記載した内容の範囲内で、プレゼンテーション用にレイアウト等

を調整した別資料を使用することは可能でしょうか。

企画提案書等とは別にプレゼンテーション用の資料をご使用いただく

ことは可能です。

13 募集要項 4

7 企画提案書等の提出等

①⑵ 提出方法で、「必ず郵送により提出すること。」とあるが、宅配便を利用しての提出

は認められるか。

②「白髪一雄データベースシステム導入及び運用保守業務委託に係る公募型プロポーザ

ル」で提出する必要図書を同梱で送付しても差し支えないか。

①宅配便を利用しての提出で構いません。

②両者同梱で構いません。

14 仕様書 1 ～3

現時点で想定される新ウェブサイトの総ページ数、固定ページ数及び投稿型コンテンツの

種類・件数をご教示ください。また、仕様書の表に移行ページ数が明記された計35 ページ

以外に、移行対象となる現行ページ、PDF、画像その他の添付ファイルがある場合は、そ

の種類と件数をご教示ください。

新ウェブサイトの構成についてご提案いただきたく思いますので、

ページ数等の指定はございません。仕様書内の移行ページ以外は原

稿、画像等を提供可能です。



15 仕様書 2 ～3

新ウェブサイトへの掲載予定内容のうち、現行サイトからの「移行」と明記されているの

は、展示記録27 ページ、過去の企画展6 ページ、アウトリーチ及びキッズページ各1 ペー

ジの計35 ページと理解しております。これら以外の項目（画業紹介、具体との関わり・修

行、年譜、尼崎とのゆかり、ご挨拶、白髪一雄発信事業の沿革、概要等）は、財団から提

供される新規原稿に基づく新規ページ制作との理解でよいでしょうか。

お見込みの通りです。

16 仕様書 3

財団から提供される掲載原稿及び画像データについて、提供予定時期、ファイル形式、校

正済み原稿か否か並びに著作権・肖像権その他の利用許諾確認が完了している範囲をご教

示ください。

令和8年12月末までには、著作権・肖像権その他の利用許諾確認が完

了している校正済み原稿及び画像を提供することを想定しております

が、既にある画像についてはより早い時期に提供可能です。ファイル

形式は未定ですが、JPEG、TIFF、,Word、Excel、PDFが想定されま

す。

17 仕様書 2・5

納品物として「デザインデータ（サイトロゴ・バナー）」が掲げられていること及び掲載

予定内容に「生誕100 年記念ロゴマーク」があることについて、サイトロゴ、生誕100 年

記念ロゴマーク及びバナーは、それぞれ財団から既成データが支給されるものか、受託者

による新規デザイン制作の対象かをご教示ください。新規制作の対象がある場合は、その

点数をご教示ください。

サイトロゴ・バナーについては新規作成いただきますが、生誕100年

記念ロゴマークは既存データを提供いたします。生誕100年記念バ

ナーは作成不要です。

18 仕様書 2

「まちあるきマップ」について、掲載地点の情報、地図データ及び図版素材は財団から支

給されるものか、受託者による新規図版制作の対象かをご教示ください。新規制作の場

合、掲載地点数及び利用を想定する地図サービスの指定があればご教示ください。

「まちあるきマップ」は、財団から既存図版を提供いたします。

19 仕様書 2 ～3

「コラム」の月1 回程度の更新について、契約期間中の記事作成及び入稿は財団職員が

CMS で行う前提との理解でよいでしょうか。受託者が担う場合は、想定件数及び原稿執筆

の要否をご教示ください。

「コラム」の記事作成及びCMS掲載作業はすべて財団職員が行いま

す。

20 仕様書 3

①現行ウェブサイトの各URL から新ウェブサイトへのリダイレクト設定及び検索エンジン

向け移行対応は本業務に含まれますか。

②併せて、現行サーバー又はドメインの設定変更が可能かご教示ください。

①ご提示の設定及び対応は、本業務に含まれません。

②現行サーバー及びドメインを財団公式サイトのサーバー及びサブ

ディレクトリを使用している関係で、設定変更ができません。

21 仕様書 3・6～7

①グッズ購入申請フォーム及び問合せフォームについて、入力項目、添付ファイル、確認

画面、自動返信、通知先及びCSV 出力の要否をご教示ください。

②また、取得する個人情報の保存場所・保存期間・削除方法、財団への受渡方法及び迷惑

送信対策に指定があればご教示ください。

①各入力項目は現行のフォームと同程度を想定しております。添付

ファイルは可能な場合のみ対応いただく想定です。確認画面の表示、

自動返信は対応いただく想定です。通知先は財団のメールアドレスを

想定しております。フォーム入力情報の出力方法は、CSVやメールな

ど様式を問いません。

②取得する個人情報等の保存、迷惑送信対策は求めません。



22 仕様書 3

①多言語表示機能について、対象とする言語及び利用を想定する無料自動翻訳サービスの

指定があればご教示ください。

②また、当該サービスが将来有料化又は提供終了した場合の対応方針及び費用負担の考え

方をご教示ください。

①指定ではございませんが、Google翻訳を想定しております。対象言

語は無料自動翻訳サービスのサポートする範囲のとおりとします。

②「１４　その他」に記載のとおり、協議のうえ決定いたします。

23 仕様書 3・5

JIS X 8341-3:2016 適合レベルAA への「配慮」について、対象ページ、検証方法、公開時

の判定基準、試験結果報告書の要否及びPDF 等の添付ファイルを対象に含めるかをご教示

ください。

すべてのページにおいてJIS X 8341-3:2016 適合レベルＡＡを踏まえた

設計・制作を行っていただくことを想定しておりますが、試験の実施

及び試験結果の報告は求めません。

24 仕様書 3

掲載画像の無断転載抑止のため「適切な措置」を講じることについて、想定されている具

体的措置（右クリック抑止、表示用画像の解像度制限、電子透かしの付加等）及び財団か

ら支給される画像データの形式・解像度をご教示ください。画像1 点ごとの個別加工を求

める場合は、対象点数をご教示ください。

表示用画像の解像度制限による措置を想定しており、右クリック抑止

や電子透かしの付加等は想定しておりませんが、他に何か有効な方法

がありましたらご提案ください。画像データの形式及び解像度は未定

です。画像1 点ごとの個別加工は求めません。

25
仕様書・別

紙
4・1

CMS の想定利用者数、必要な権限区分（管理者・編集者等）及び公開承認フローの要否を

ご教示ください。

CMSの想定利用者は5名です。権限区分で想定しているのは管理者及

び編集者です。公開承認フローについては求めません。

26 別紙 1

①別紙No.4「項目名や選択名称を設定変更により別の名称に変更できること」及びNo.5

「利用しない業務メニューを設定変更で非表示にできること、権限の組合せ等により表示

される業務メニューを変更できること」について、一般的なCMS が標準で備える管理画面

の表示設定及びユーザー権限機能により充足するとの理解でよいでしょうか。

②業務システム相当の個別開発を求める趣旨である場合は、対象となる項目名及びメ

ニューの範囲をご教示ください。

①お見込みの通りです。

②個別開発は求めません。

27 別紙 1

別紙No.19「新機能の付加等、随時対応できること」は、将来の機能追加に対応可能な構成

とすることを求める趣旨であり、契約後に生じる追加開発は別途協議・別途費用との理解

でよいでしょうか。

お見込みの通りです。

28 仕様書 4

「毎年の更新ライセンス費用」及び「追加ライセンス費用」が発生しないことについて、

財団による別途負担を想定しない費用の範囲を、CMS、テーマ、プラグイン、ASP その他

の外部サービスごとにご教示ください。

CMS、テーマ、プラグイン、ASP その他の外部サービスすべてで、今

回のプロポーザルでご提案いただく運用保守費用等のランニング費用

（令和9年（2027年）4月から令和13年（2031年）3月までの4年間の

総額）以外での、財団による別途負担を想定しておりません。

29
仕様書・別

紙
3 ～4・1

公開ウェブサイト及びCMS の動作確認について、対象とするOS、ブラウザ、端末及び

バージョンの指定があればご教示ください。指定がない場合、公開ウェブサイトは

Windows 11 のMicrosoft Edge・Google Chrome、macOS 及びiOS のSafari、Android の

Google Chrome の各現行版及び一世代前、CMS 管理画面はWindows 11のMicrosoft Edge

及びGoogle Chrome の各現行版を対象とし、その他のOS・ブラウザ及びサポート終了環境

は対象外とする理解でよいでしょうか。

CMSの動作確認は仕様書別紙3記載のとおりWindows 11です。仕様書

「５　業務内容」(2)イのとおり「Windows端末の標準的なブラウザ環

境で利用可能」と記載しておりますが、Microsoft Edge・Google

Chromeの各現行版を想定しております。

公開ウェブサイトは一般的なものを想定しておりますので、ご提示の

もので構いません。



30 仕様書 3 ～4

レンタルサーバー及びドメインについて、現行ドメインの継続利用・移管可否、契約名

義、利用料負担者及び管理アカウントの帰属をご教示ください。技術構成は、仕様書の要

件に適合する候補を受託者が提案するとの理解でよいでしょうか。

現行ドメインにつきましては、財団公式サイトのサブディレクトリと

なっております関係で継続利用はできず、新規に作成いただくことと

なります。新サーバー及びドメインについては、「５　業務内容⑴

コ」記載の通り維持管理を業務内容に含めていることから帰属は受託

者にしてください。技術構成についてはお見込みの通りです。

31
仕様書・別

紙
3 ～4・1

自動バックアップの取得頻度・保存期間に指定があればご教示ください。指定がない場

合、受託者が提案する運用条件によるとの理解でよいでしょうか。

自動バックアップの取得頻度・保存期間も企画提案内容に含めてくだ

さい。

32
仕様書・別

紙
4・1

緊急時保守は、24 時間365 日の有人監視・常時受付を求めるものではなく、具体的な連

絡・対応時間帯を契約後に協議するとの理解でよいでしょうか。

お見込みの通りです。

33
仕様書・別

紙
4・1

システム設定情報の開示及びコンテンツのエクスポート等、契約終了時に無償で行う対応

について、対象となる情報・データ、提供形式、想定時期及び作業範囲をご教示くださ

い。

運用保守業務の契約終了前、すべての公開データ・元データを対象

に、Wordpressデータベース形式での提供などが想定されますが、仕

様書別紙26記載以上のことについては双方協議の上決定します。

34 仕様書 3

データベースシステム受託者が令和8 年10 月頃に決定予定であることを前提に、Web API

の連携仕様の確定時期、試験環境の提供時期及び結合試験の開始時期について、現時点の

想定をご教示ください。

35 仕様書 3

Web API 連携における、財団、データベースシステム受託者及び本業務受託者の連絡窓

口、意思決定方法並びに課題管理の進め方について、現時点の想定をご教示ください。

36 仕様書 1・3

Web API の連携仕様又は試験環境の提供時期が本業務の工程に影響する場合、公開時期、

検収及び工程変更について、どのような協議・判断を行う想定かご教示ください。

37 仕様書 3

Web API 連携に必要な経費は受託者が負担すると定められていることについて、データ

ベースシステム側のAPI 利用に係るライセンス料、従量課金その他の継続的費用が発生す

る想定はありますか。発生する場合、受託者が負担する範囲は本業務の契約期間（令和9

年3 月31 日まで）に限られ、令和9 年度以降の当該費用は各年度の運用保守業務委託契約

において別途協議するとの理解でよいでしょうか。

データベースシステムの仕様書に、API 利用に係るライセンス料、従

量課金その他の継続的費用は発生しない旨記載しており、当該費用が

発生する想定はありません。

38 仕様書 1・5

公開を令和9 年3 月中旬に予定し、契約期間が同月31 日までであることを踏まえ、デザイ

ン確定、CMS 構築完了、コンテンツ投入完了、受入試験開始及び公開の各時点について、

財団が希望するマイルストーンの時期をご教示ください。

公開は令和9月3月中旬、最終補修期間をその後の2週間ほどで想定し

ております。その他のスケジュールを含めた企画提案を期待しており

ます。

ｗｅｂＡＰＩの仕様書その他、新ウェブサイトとの連携に必要な技術

資料の提供、仕様確認、接続確認及び動作検証等の時期については、

「白髪一雄データベースシステム導入及び運用保守業務委託」の受託

者決定後に協議することとなります。仕様等に関する協議は、受託者

決定後に可能なところから始めていただけると考えますが、接続確認

や動作検証等は、ウェブサイト側の希望時期とデータベースのデータ

移行完了時期とを調整させていただきたいと思います。なお、「白髪

一雄データベースシステム導入及び運用保守業務委託」はデータベー

スの公開を３月中旬に予定しています。

財団担当者が3者間の連絡調整を行い、情報の一元化を図ります。意思

決定や課題管理の進め方については、本業務受託者の企画提案内容に

基づき各受託者にご意見をいただきながら、最終判断は財団が行いま

す。



39 仕様書 5・7

①検収時の受入試験項目、財団による確認期間、不備があった場合の修補期限及び公開後

の無償修補に関する考え方をご教示ください。

②併せて、原稿・デザイン等の確認依頼に対する財団の標準的な回答期間をご教示くださ

い。

①検収時の受入試験項目はサイト規模に適した一般的な試験項目を想

定しております。財団による確認期間は10日以内です。無償修補期限

は原則契約終了日までとします。

②原稿はすべて財団から提供します。デザイン確認期間については内

容や状況により異なるかと思いますので都度協議します。

40 仕様書 5 ～6

「本業務の内容、成果等を、財団の許可なく使用してはならない」ことについて、受託者

が本業務を自社の制作実績として、財団名、ウェブサイト名、URL 及び画面イメージを用

いて自社サイト、提案資料その他において公表することは、事前に財団の書面による承諾

を得ることにより可能との理解でよいでしょうか。承諾の申請時期及び手続をご教示くだ

さい。

財団名、ウェブサイト名、URL 及び画面イメージを一式で制作実績と

して公表いただく程度であれば、承諾なく可能です。

41 仕様書 7

委託料は本業務完了後の一括支払と定められていますが、前払金又は部分払（出来高払）

の制度はないとの理解でよいでしょうか。併せて、契約期間中に受託者が負担するレンタ

ルサーバー費用、ドメイン費用及びセキュリティ証明書費用は、本業務の委託料に含めて

計上するとの理解でよいでしょうか。

どちらもお見込みのとおりです。

42 仕様書 6

再委託について、デザイン制作、コーディング、アクセシビリティ検証等の一部を外部事

業者に委託する場合、「本業務の主要な部分」に該当しない範囲の考え方をご教示くださ

い。併せて、事前の書面による承諾申請の時期、様式及び記載事項をご教示ください。

業界の実態から、仕様書に定める業務が受託者によっては様々な事業

者の関与によって実施されることは理解しています。本件の再委託及

び再々委託の事前承諾の目的は、業務の全体又は根幹部分の丸投げを

防止することにあります。したがいまして、受託者様が再委託等を行

うにしても、当該業務に全く関与しないということがないよう、受託

者様自身が当該業務における企画及び構築の管理監督を確実に行うか

どうかを事前に確認させていただきます。

再委託等の申請については、契約締結後に「再委託等を行いたい内

容」、「再委託等を行う理由及び必要性」、「再委託等に要する請負

金額」、「再委託等先の情報」などを記載した承諾願書を提出いただ

きます。様式は問いません。

43 募集要項 5

①必要図書キの見積書のうち、令和9 年4 月から令和13 年3 月までの4 年間の運用保守業務

に係る見積書について、財団が想定する年間の更新件数又は月間作業時間、障害対応の水

準、Web API 連携部分の保守の有無をご教示ください。

②また、内訳にはレンタルサーバー費用、ASP 費用、ドメイン取得・登録費用及びセキュ

リティ証明書費用を記載するとありますが、これら以外の保守作業に係る費用の記載区分

に指定があればご教示ください。

①令和9年度以降の年間の更新件数は20件程度を想定しております。

障害対応の水準については、仕様書に基づきご提案いただいた内容を

引き続き実施していただく形になります。Web API 連携部分の保守に

ついても必要です。

②また、募集要項記載区分以外の指定はございませんが、保守運用経

費が他にも必要である場合は適宜区分を追加して記載してください。

44 募集要項 2・6

①必要図書コの「税を滞納していないことを証する書類の原本」について、認められる証

明書の種類（納税証明書の種類等）、対象となる税目及び発行日の期限をご教示くださ

い。

②また、必要図書を正本1 部・副本9 部の計10 部提出することとの関係で、当該書類は原

本1 部及びその写し9 部の提出でよいでしょうか。

①納付時期により「未納の税額がないことの証明」の入手が困難とい

うことでしたら、対象年度の納税証明書や領収書の写しでも結構で

す。対象となる税目は全部ですが、発行日の期限は問いません。

②原本1 部及びその写し9 部の提出で構いません。



45 募集要項 1・4～6

応募資格⑵の「プライバシーマーク等の情報セキュリティ関連認証」について、必要図書

ア～サに提出区分が定められていないことから、認証登録証の写しはいずれの区分及びイ

ンデックス番号で提出すればよいかご教示ください。

行き届かず申し訳ございませんでした。必要図書イに添付をいただき

ますようお願い申し上げます。

46 募集要項 2・6

必要図書サの「定款等及び事業報告書等」について、正本1 部・副本9 部の計10部が必要で

しょうか。また、定款、登記事項証明書、事業報告書、貸借対照表及び損益計算書のそれ

ぞれについて、原本又は写しのいずれで提出すべきかご教示ください。

お見込みのとおりです。全て写しで結構です。

47 募集要項 4 ～6

必要図書エ、オ及びカは事業者が特定される記載を禁じられている一方、ア、イ、

ウ等には事業者名の記載がありますが、これらを同一のダブルクリップで一つに

綴じて提出してよいでしょうか。分冊とすべき場合は、その区分をご教示くださ

い。

ご提出時は一つに綴じて提出いただいて結構です。ア、イ、ウ等の資

料の選考委員への配付は、事業者を特定する記述を事務局が適宜マス

クした上で行います。要は、カの企画提案書に当該記述が明示されな

いようお願いいたします。


